





































































































8月 28日 阿波の漁師市兵衛等が大隅国屋久島の沖合で大きな帆船から水を求められる 
8月 29日 屋久島恋泊村の百姓藤兵衛が炭焼きの際にシドッチと遭遇、村に連れ帰る 





11月 26日 長崎奉行が江戸に報告 
12月 6日 新井白石が江戸城西丸で世嗣である家宣よりシドッチ事件のことを伝え聞く 
 
宝永六年（1709） 
1月 10日 五代将軍綱吉が死去し、世嗣だった家宣が六代将軍となる 
9月 25日 命により長崎よりシドッチを江戸に護送 
11月 1日 シドッチ江戸到着。小日向の切支丹屋敷に拘禁 
11月 9日 家宣より白石にシドッチ尋問の命が下される 
11月 22日 白石が切支丹屋敷で最初のシドッチ尋問を行う 
11月 25日 二回目の尋問 
11月 30日 三回目の尋問。この時白石は奉行の随行立ち会いを断っている 
12月 4日 四回目の尋問 
12月 9日 白石「羅馬人処置献議」でシドッチの処置についての意見を上書する 









10月 7日 長助病死す 






































































































































































































































































































1 ジョバンニ・バッティスタ・シドッチ（Giovanni Battista Sidotti）のカタカナ表記は諸研究によって「シ
ドチ」「シローテ」「シドッチ」等わかれるが、本稿では「シドッチ」で統一しておく。シドッチの呼称




3 『西洋紀聞』の流布については宮崎道生校注の東洋文庫『新訂 西洋紀聞』（平凡社 1968 年 4 月）の
宮崎氏の解説の「四 伝承と流布」に詳しい。 
4 以下本稿で引用した『西洋紀聞』の本文は、全て日本思想大系『新井白石』（岩波書店 1979 年 7 月）
所収のものを用い、思想大系本の頁数を附した。 
















































































理的自然観のバラドクス』の「第 4 章 機械論的な宇宙における神の活動」（p.132-168）を参照してい
ただきたい。 
21 量子力学と神との関係、新しい自然哲学の模索について、詳しくはトーマス・ディクソン著・中村圭志
訳『科学と宗教』（丸善出版 2013 年 9 月）の「第 3 章 神は自然に働きかけるか？」に詳しく述べら
れている。 
22 例えば田村圓澄・黒田俊雄・相良亨・源了圓編『日本思想史の基礎知識』（有斐閣 1974 年 7 月）の「洋
学と西洋文化の受容」を参照のこと。 
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150　　新井白石の西学観
